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例
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○

御

案

内

三

月

二
十

八

日

（
木

）

十

一
時

半

入

館

可

、

正

午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員

会

館

地

下

一
階

B

一
〇

五
会

議

室

講

題

軍

事

的

視

点

で
読

み

解

く

米

中

経

済

戦

争

！

講

師

福

山

隆

先

生

（
戦

略

研

究

家

、

防

衛

大

卒

、

陸

上

自

衛

隊

西

部

方

面

総

監

部

幕

僚

長

・
陸

将

）

◎

日

本

の
バ

ブ

ル

期

の
よ

う

に
、

急

速

に
経

済

発

展

し

た

習

近

平

の
中

国

は

、

そ

の
資

金

に
ま

か

せ

、

ア

メ

リ

カ

に
対

抗

し

て
、

地

球

支

配

へ
挑

戦

し

て

い

る

観

が

あ

り

、

そ

れ

を

認

識

し

た

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

は

、

中

国

へ
の
関

税

を

高

く

し

、

ア
メ

リ

カ

の
知

的

所

有

権

を

侵

害

し

て

い

る

と

し

て
、

中

国

の
国

策

企

業

「
フ

ァ
ー

ウ

ェ
イ

」

の

副

社

長

逮

捕

を

進

め

て
お

り

、

対

す

る

中

国

も

関

税

を

高

め

る

な

ど

、

米

中

の
貿

易

戦

争

は

激

化

し

て

い
ま

す

。

そ

れ

に
対

す

る

分

析

は

、

当

団

体

も

す

で

に
進

め

て

き

て

お

り

ま

す

が

、

こ
う

し

た
貿

易

戦

争

激

化

が

、

い

つ

偶

発

的

な

地

域

戦

争

を

引

き

起

こ
す

か

も

し

れ

な

い

こ
と

を

恐

れ

て

い

ま

す

。

そ

う

し

た

こ

と

も

あ

り

、

今

回

は

軍

事

的

視

野

か

ら

、

米

中

激

突

の
底

流

に
あ

る
も

の
を

分

析

し

、

ア

メ

リ

カ

側

、

そ

し

て
中

国

側

の
意

図

す

る
も

の

に

つ
い

て
、

西

部

方

面

総

監

部

幕

僚

長

・
陸

将

を

退

官

し

た

あ

と

、

ハ
ー

バ

ー
ド

大

学

ア
ジ

ア

セ

ン
タ

ー

に

て

上

級

客

員

研

究

員

も

勤

め

た

戦

略

研

究

家

・
福

山

隆

先

生

に
御

講

話

い
た

だ

き

ま

す

。

御

参

加

を

！

（
清

原

記

）

御

案

内

〔平
成
三
±

年
蓮

算
第
六
九
四
回
〕

公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。
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絡
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O
ω

重

田

O
。。
○
占
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⑩
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止

足

○

高

津

（
メ

ー

ル

不

可

・
通

話

の

み

）

▽

三

月

二
十

五

日

（
月

）

ま

で

に
出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

習

近

平

の
中

国

は

、

そ

の
経

済

発

展

と

と

も

に
、

伝

統

の
中

華

思

想

に
基

づ

い

て
、

近

年

で
は

「
一
帯

一
路

政

策

」

と

共

に
、

中

国

主

導

の

「
ア
ジ

ア

イ

ン

フ
ラ

投

資

銀

行

」

（
A

I

I

B

）

お

よ

び

「
シ

ル

ク

ロ
ー
ド

基

金

」

を

設

置

し

て
、

世

界

の

三
十

六

力

国

に
及

ぶ

七

十

六

港

湾

を

運

営

す

る

に
至

っ
て

お

り

、

そ

れ

は

正

に

、

ア
メ

リ

カ

と

地

球

の
覇

権

を

争

う

様

相

で
あ

り

、

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

も

か

な

り

の
決

意

を

も

っ
て
対

処

し

て

い
ま

す

。

そ

う

し

た

事

態

で
も

あ

り

、

二
月

二
十

一
日
月

例

会

は

、

「
米

中

対

立

と

東

ア
ジ

ア
安

全

保

障

へ
の
影

響

！

」

と

題

し

、

飯

田

将

史

先

生

（
防

衛

省

防

衛

研

究

所

・
中

国

担

当

主

任

研

究

官

）

に
情

勢

分

析

を

お

願

い
し

ま

し

た

。

そ

の
内

容

は
広

範

多

岐

に
わ

た

り

ま

し

た

が

、

そ

の

一
部

を

紹

介

し

ま

す

と

、

ア
メ

リ

カ

の
対

中

貿

易

赤

字

は

約

八

〇

〇

〇

億

ド

ル

で
赤

字

の
半

分

を

占

め

て

い

る
。

対

日

赤

字

の
六

九

〇
億

ド

ル

に
比

べ

て
も

巨

額

で
あ

る

。
°

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

は

そ

の
原

因

を

、

中

国

に
よ

る

①

国

有

企

業

へ
の
巨

額

の
補

助

金

や

融

資

、

②

外

資

企

業

へ
の

圧

力

、

③

技

術

の
窃

取

も

あ

る

と

し

て
、

中

国

へ
大

幅

な

関

税

を

掛

け

た

。

中

国

も

対

抗

措

置

を

取

っ
て

い
る

。

昨

年

十

月

四

日

の
ペ

ン

ス
副

大

統

領

の
対

中

政

策

演

説

は

、

そ

れ

を

、

経

済

面

、

政

治

面

、

外

交

面

、

安

保

面

に
分

け

て

詳

し

く

論

難

し

て

い

る
。

な

お

、

ア

メ

リ

カ

の
目

標

は

、

世

界

に

お

け

る

軍

事

的

優

位

の
維

持

、

対

立

諸

国

か

ら

の
核

攻

撃

能

力

の
除

去

、

同

盟

諸

国

へ
の
脅

威

も

低

減

す

る

、

特

に
北

朝

鮮

に
対

す

る
非

核

化

の
実

現

、

そ

の
為

の
軍

事

力

に
よ

る

抑

止

、

経

済

制

裁

の
強

化

、

等

々

が

あ

る

。

他

方

、

中

国

は

、

毛

沢

東

以

来

、

「
ア
メ

リ

ヵ

帝

国

主

義

を

打

ち

倒

す

」

と

言

い
、

世

界

の
現

状

変

更

の
意

思

は

変

わ

ら

な

い
。

そ

し

て
、

中

国

の
高

度

経

済

成

長

期

に
入

り

、

軍

事

的

に

も

実

力

を

つ
け

て
き

た

。

そ

う

し

た

時

期

に
主

席

と

な

っ
た

習

近

平

は
、

「
中

国

の
特

色

あ

る
大

国

外

交

」

を

展

開

す

る

と

い

い
、

そ

の

目

標

は

「
人

類

運

命

共

同

体

」

で
あ

り

「
新

型

国

際

関

係

の
構

築

」

だ

と

し

、

二

帯

一
路

政

策

」

を

掲

げ

、

積

極

的

に
世

界

各

地

に
進

出

し

て

き

て

い

る

と

し

、

さ

ら

に

そ

の
掘

り

下

げ

た
御

解

説

が

あ

っ
た

。

参

会

者

一
同

も

熱

心

に
耳

を

傾

け

、

質

疑

応

答

も

盛

ん

で
、

大

層

勉

強

に
な

り

ま

し

た

。

（
清

原

記

）

▽

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四

十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に

国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に

あ

る

。

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の

ほ
か

に
、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い

る

。

第

二

代

会

長

は

福

田

越

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
安

全

保

障

委

員

長

、

元

外

務

副

大

臣

が
就

任

し

て

い

る

。

▽
事

務

局

電

話

（
0

3

）
3

5

8

1

－

1

1

9

2

代

表

理

事

兼

専

務

理

事

・
清

原
淳

平

、

総

務

重

田

、

高

津


